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これまでの成果・期待される成果

各研究テーマは2020年度に基本技術の開発を完了し、プロ
トタイプシステムを用いて、社会実装を目指した実証実験に順
次着手している。
2021年度は各テーマの社会実装責任者の元、インフラ、ビル
サービス、自治体等への実証実験を加速させる。
本プロジェクトが終了する2022年までに、実証実験を行った産
業分野について、実証実験の結果を踏まえ確認等を行う機関、ト
ラストリストの構築・管理をする機関、脆弱性・インシデント・脅
威等の情報管理をする機関の体制検討を完了し、サプライチェー
ン全体のセキュリティ確保を実施可能な体制を構築する。
本プロジェクトでは、『サイバー・フィジカル・セキュリティ対策基盤』
の実現により、Society5.0の実現がもたらす価値創出を支えるとと
もに、グローバルなサプライチェーンに参画する要件となるセキュリ
ティ確保を適切なコストで実現して日本の製品・サービスの国際競
争力を強化する。

● 信頼の基点となるセキュア暗号ユニット
　（SCU、Secure Cryptographic Unit）と実装イメージ
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